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基礎ゼミ 1通 2 〇 6 11 4 兼20 共同

哲学 1後 2 〇 兼1

文学 1後 2 〇 兼2 メディア

西洋文化史Ⅰ 1前 2 〇 1

西洋文化史Ⅱ 1後 2 〇 1

日本文化史Ⅰ 1前 2 〇 兼1

日本文化史Ⅱ 1後 2 〇 兼2

美術史Ⅰ 1前 2 〇 兼1

美術史Ⅱ 1後 2 〇 兼1

心理学 1前 2 〇 兼1

心の健康 1後 2 〇 兼1

教育心理学 2前 2 〇 1

日本国憲法 1前･後 2 〇 1

経済学 1後 2 〇 兼1

生活と経済 1前 2 〇 兼1

生涯学習概論Ⅰ 1後 2 〇 兼1 メディア

ボランティア論 1前 2 〇 兼1

演奏とからだⅠ 1前 2 〇 兼1

演奏とからだⅡ 1後 2 〇 1 兼6 オムニバス

音響学 1前･後 2 〇 兼1 メディア

ICTと音楽芸術 1前 1 〇 1 1 兼1 メディア

情報機器演習（基礎） 1前･後 2 〇 兼2

情報機器演習（応用）Ⅰ 1前･後 2 〇 兼1

情報機器演習（応用）Ⅱ 1前･後 2 〇 兼1

博物館概論 1前 2 〇 兼1

図書館概論 1前 2 〇 兼1

キャリアデザイン 2前 1 〇 1 兼1 オムニバス

芸術鑑賞① 1前･後 1 〇 3 6 2 兼9 メディア

芸術鑑賞② 1前･後 1 〇 3 6 2 兼9 メディア

音楽活動研究① 1通 1 〇 2 2 1 兼4 オムニバス

音楽活動研究② 2通 1 〇 2 2 1 兼4 オムニバス

音楽活動研究③ 3通 1 〇 2 2 1 兼4

音楽活動研究④ 4通 1 〇 2 2 1 兼4

体育理論 1前･後 2 〇 兼1

体育実技 1前･後 1 〇 兼2

クリエイティブ スタディーズ 1後 1 〇 2 2 兼5 メディア

日本語文法とコミュニケーションⅠ 1前･後 1 〇 1 兼1

日本語文法とコミュニケーションⅡ 1前･後 1 〇 1 兼1

日本語文法とコミュニケーションⅢ 1前･後 1 〇 1

日本語と日本社会Ⅰ 1前･後 1 〇 1

日本語と日本社会Ⅱ 1前･後 1 〇 1

日本語と日本社会Ⅲ 1前･後 1 〇 兼1

実用日本語Ⅰ 1前･後 1 〇 1

実用日本語Ⅱ 1前･後 1 〇 1

日本語日本文化Ⅰ 1前･後 1 〇 1

日本語日本文化Ⅱ 1前･後 1 〇 兼1

日本語日本文化Ⅲ 1前･後 1 〇 1

キャリアと日本語 2前･後 1 〇 1

アカデミック・ジャパニーズ 2前･後 1 〇 兼1

－ 2 73 0 9 11 4 兼48

教
養
科
目

小計（49科目） －

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要

（音楽学部音楽芸術表現学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

【添付資料】
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基礎英語Ⅰ 1通 2 〇 1

基礎英語Ⅱ 1通 2 〇 兼1

初級英語Ⅰ 1通 2 〇 兼2

初級英語Ⅱ 1通 2 〇 兼1

初級英語Ⅲ 1通 2 〇 兼3

初級英語Ⅳ 1通 2 〇 1

初級英語Ⅴ 1通 2 〇 兼1

中級英語Ⅰ 1通 2 〇 兼1

中級英語Ⅱ 1通 2 〇 1 兼1

中級英語Ⅲ 1通 2 〇 兼1

中級英語Ⅳ 1通 2 〇 兼2

中級英語Ⅴ 1通 2 〇 兼2

上級英語Ⅰ 1通 2 〇 兼1

上級英語Ⅱ 1通 2 〇 兼1

上級英語Ⅲ 1通 2 〇 兼1

上級英語Ⅳ 1通 2 〇 兼1

上級英語Ⅴ 1通 2 〇 兼1

基礎ドイツ語 1通 4 〇 兼6

初級ドイツ語 2通 4 〇 兼6

中級ドイツ語Ⅰ 3通 2 〇 兼1

中級ドイツ語Ⅱ 3通 2 〇 兼1

上級ドイツ語 4通 2 〇 兼1

基礎イタリア語 1通 4 〇 兼4

初級イタリア語 2通 4 〇 兼4

中級イタリア語Ⅰ 3通 2 〇 兼1

中級イタリア語Ⅱ 3通 2 〇 兼1

上級イタリア語 4通 2 〇 兼1

基礎フランス語 1通 4 〇 兼2

初級フランス語 2通 4 〇 兼2

中級フランス語 3通 2 〇 兼1

上級フランス語 4通 2 〇 兼1

－ 0 74 0 1 兼22

作曲･エレクトロニクス実技① 1通 6 〇 2 1 兼3

作曲･エレクトロニクス実技② 2通 6 〇 1 2 1

作曲･エレクトロニクス実技③ 3通 6 〇 1 2 1 兼2

作曲･エレクトロニクス実技④ 4通 6 〇 1 1 1 兼2

サウンドプロデュース① 1通 4 〇 兼2

サウンドプロデュース② 2通 4 〇 兼1

サウンドプロデュース③ 3通 4 〇 兼1

サウンドプロデュース④ 4通 4 〇 1 兼3

指揮実技① 1通 6 ○ 1

指揮実技② 2通 6 ○ 1

指揮実技③ 3通 6 ○ 1

指揮実技④ 4通 6 ○ 1

作曲Ⅱ① 13通 2 ○ 1 兼2

作曲Ⅱ② 24通 2 〇 1 1 兼2

作曲Ⅱ③ 3通 2 〇 兼1

作曲Ⅱ④ 4通 2 〇 1

指揮演習① 13通 2 〇 4 共同

指揮演習② 24通 2 〇 4 共同

指揮演習③ 3通 2 〇 4 共同

指揮演習④ 4通 2 〇 4 共同

スコアリーディングⅠ① 1通 2 〇 1

スコアリーディングⅠ② 2通 2 〇 1

スコアリーディングⅡ 3通 2 〇 ○ 1

対位法 3通 2 〇 1

ミュージックセオリー（初級） 1通 2 〇 1

専
門
科
目

外
国
語
科
目

小計（31科目） －
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ミュージックセオリー（中級） 1通 2 〇 1

ミュージックセオリー（上級） 1通 2 〇 1

オーケストレーション 3通 4 〇 1

作曲・編曲法Ⅰ 3通 2 〇 1 兼1

作曲・編曲法Ⅱ 34通 2 〇 1

コンピュータ音楽概論 12通 4 〇 1 兼2

デジタルミュージック概論 2前 2 〇 兼1 メディア

ポピュラー音楽概論 12通 4 〇 兼1 メディア

映像の音楽 2後 2 〇 兼1

サウンドデザイン演習 2通 2 〇 兼1

グラフィックデザイン演習 3通 2 〇 兼1

音楽プログラミング演習 3通 2 〇 兼1

映像制作演習 4通 2 〇 兼1

音楽プロデュース論 2通 4 〇 兼1

スタジオワークス① 34通 4 〇 兼1

スタジオワークス② 4通 4 〇 兼3 集中

ソングライティング演習① 1通 2 〇 兼2

ソングライティング演習② 2通 2 〇 兼3 オムニバス

PA演習 2前･後 2 〇 兼3 オムニバス

録音制作Ⅰ 12前 2 〇 兼1 メディア

録音制作Ⅱ 12後 2 〇 兼1

録音制作Ⅲ 23前･後 2 〇 兼1

ピアノ実技Ⅰ① 1通 9 〇 3 2 兼10

ピアノ実技Ⅰ② 2通 9 〇 4 3 兼11

ピアノ実技Ⅰ③ 3通 9 〇 4 2 兼9

ピアノ実技Ⅰ④ 4通 9 〇 4 1 1 兼10

ピアノ実技Ⅱ① 1通 6 〇 1

ピアノ実技Ⅱ② 2通 6 〇 1

ピアノ実技Ⅱ③ 3通 6 〇 1

ピアノ実技Ⅱ④ 4通 6 〇 1

ピアノⅠ① 1通 6 〇 2 1 2 兼8

ピアノⅠ② 2通 6 〇 3 1 3 兼8

ピアノⅠ③ 3通 6 〇 4 2 兼11

ピアノⅠ④ 4通 6 〇 1 1 2 兼4

ピアノ① 1通 4 〇 1 1 兼12

ピアノ② 2通 4 〇 1 兼8

ピアノ③ 3通 4 〇 1 1 兼10

ピアノ④ 4通 4 〇 1 1 兼7

ピアノⅡ① 1通 2 〇 兼31

ピアノⅡ② 2通 2 〇 兼33

ピアノⅡ③ 3通 2 〇 兼23

ピアノⅡ④ 4通 2 〇 兼14

ピアノアンサンブルⅠ① 1通 2 〇 1 兼1

ピアノアンサンブルⅠ② 2通 2 〇 3 1 1 兼21

ピアノアンサンブルⅠ③ 3通 2 〇 3 1 1 兼21

ピアノアンサンブルⅠ④ 4通 2 〇 3 1 1 兼22

ピアノアンサンブルⅡ① 1通 2 〇 兼2

ピアノアンサンブルⅡ② 2通 2 〇 1 兼1

ピアノアンサンブルⅡ③ 3通 2 〇 兼1

ピアノアンサンブルⅡ④ 4通 2 〇 兼1

アンサンブルⅠ① 1通 2 〇 2 1

アンサンブルⅠ② 2通 2 〇 2 1

アンサンブルⅠ③ 3通 2 〇 2 1

アンサンブルⅠ④ 4通 2 〇 3 1

アンサンブルⅡ① 1通 2 〇 2 1

アンサンブルⅡ② 2通 2 〇 2 1

専
門
科
目

【添付資料】
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アンサンブルⅡ③ 3通 2 〇 2 1

アンサンブルⅡ④ 4通 2 〇 2 1

伴奏実習基礎 1通 2 〇 兼1

伴奏実習① 2通 1 〇 1 1 1 兼4

伴奏実習② 3通 1 〇 1 1 1 兼4

伴奏実習③ 4通 1 〇 1 1 1 兼4

伴奏法Ⅱ 3通 2 〇 兼3

演奏会実習 34通 2 〇 6 2 2 兼1

演奏会実習Ⅰ 1通 4 〇 2 1

演奏会実習Ⅰ① 2通 2 〇 6 2

演奏会実習Ⅰ② 4通 2 〇 6 2

演奏会実習Ⅱ① 1通 4 〇 8 2 1

演奏会実習Ⅱ② 2通 4 〇 8 2 1

演奏会実習Ⅱ③ 3通 4 〇 8 2 1

演奏会実習Ⅱ④ 4通 4 〇 8 2 1

演奏会実習Ⅲ 1通 4 〇 2 1

演奏分析 1通 2 〇 2 1

メディア創作基礎Ⅰ 1通 2 〇 兼1

メディア創作基礎Ⅱ 2通 2 〇 兼1

メディア創作応用Ⅰ 3通 2 〇 兼1

メディア創作応用Ⅱ 4通 2 〇 兼1

これからのピアノ表現Ⅰ 1前 1 〇 1

これからのピアノ表現Ⅱ 1後 1 〇 1

これからのピアノ表現Ⅲ 2前 1 〇 1 兼1 オムニバス

これからのピアノ表現Ⅳ 2後 1 〇 1 兼1 オムニバス

ピアノ指導法応用Ⅲ 4前 1 〇 兼1

ピアノ指導法応用Ⅳ 4後 1 〇 兼1

指導教材研究Ⅰ 3前 2 〇 兼1

指導教材研究Ⅱ 3後 2 〇 兼1

ピアノ指導法基礎Ⅰ 1前 1 〇 兼1

ピアノ指導法基礎Ⅱ 1後 1 〇 兼1

ピアノ指導法基礎Ⅲ 2前 1 〇 兼1

ピアノ指導法基礎Ⅳ 2後 1 〇 兼1

児童心理 2前 2 〇 兼1

卒業演奏 4通 4 〇 2 1

卒業研究 4通 2 〇 3 3 兼16 メディア

オルガンⅠ① 1通 6 〇 兼1

オルガンⅠ② 2通 6 〇 兼1

オルガンⅠ③ 3通 6 〇 兼1

オルガンⅠ④ 4通 6 〇 兼1

オルガンⅡ① 1通 2 〇 兼1

オルガンⅡ② 2通 2 〇 兼1

オルガンⅡ③ 3通 2 〇 兼1

オルガンⅡ④ 4通 2 〇 兼1

電子オルガンⅠ① 1通 6 〇 兼1

電子オルガンⅠ② 2通 6 〇 兼2

電子オルガンⅠ③ 3通 6 〇 兼5

電子オルガンⅠ④ 4通 6 〇 兼4

電子オルガンⅡ① 1通 2 〇 兼5

電子オルガンⅡ② 2通 2 〇 兼4

電子オルガンⅡ③ 3通 2 〇 兼2

電子オルガンⅡ④ 4通 2 〇 兼1

電子オルガンアンサンブル① 1通 2 〇 兼2 オムニバス

電子オルガンアンサンブル② 2通 2 〇 兼3 オムニバス

電子オルガンアンサンブル③ 3通 2 〇 兼3 オムニバス

電子オルガンアンサンブル④ 4通 2 〇 兼3 オムニバス

電子オルガン演習① 1通 2 〇 兼1

専
門
科
目

【添付資料】
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電子オルガン演習② 2通 2 〇 兼1

電子オルガン演習③ 3通 2 〇 兼2

電子オルガン演習④ 4通 2 〇 兼1

電子楽器研究 2前 2 〇 1

ピアノ指導法応用Ⅰ 3前 1 〇 1

ピアノ指導法応用Ⅱ 3後 1 〇 兼1

ピアノ教養特論Ⅰ 3前 2 〇 4 1 3 兼4 オムニバス

ピアノ教養特論Ⅱ 3後 2 〇 4 1 3 兼4 オムニバス

バレエ音楽演習 1通 2 〇 兼2 共同

鍵盤演奏表現Ⅰ 1通 2 〇 1 兼7

鍵盤演奏表現Ⅱ 3通 2 〇 兼1

鍵盤演奏表現Ⅲ 2通 2 〇 兼1

鍵盤演奏表現Ⅳ 2通 2 〇 兼1

英語研修 2後 2 〇 兼1

海外研修Ⅰ 13通 4 〇 2 2 兼5

海外研修Ⅱ 2通 3 〇 1 2 兼5

海外研修Ⅳ 2通 3 〇 1 2 兼5

海外研修Ⅴ 13通 3 〇 1 2 兼5

海外研修Ⅵ 1通 1 〇 2 1

海外研修Ⅶ 1通 2 〇 2 1

海外研修Ⅷ 1通 1 〇 2 1

海外研修Ⅸ 2通 1 〇 2 1

海外研修Ⅹ 2通 1 〇 2 1

海外研修XI 2通 1 〇 2 1

海外研修XII 2通 2 〇 2 1

海外研修XIII 3通 2 〇 2 1

海外研修XIV 3通 2 〇 2 1

器楽実技Ⅰ① 1通 6 〇 3 兼11

器楽実技Ⅰ② 2通 6 〇 2 兼12

器楽実技Ⅰ③ 3通 6 〇 2 2 兼14

器楽実技Ⅰ④ 4通 6 〇 3 1 兼20

器楽実技Ⅱ① 1通 3 〇 2 兼12

器楽実技Ⅱ② 2通 3 〇 2 兼13

器楽実技Ⅱ③ 3通 3 〇 2 1 兼17

器楽実技Ⅱ④ 4通 3 〇 4 1 兼16

器楽実技Ⅲ① 1通 6 〇 兼1

器楽実技Ⅲ② 2通 6 〇 兼2

器楽実技Ⅲ③ 3通 6 〇 兼3

器楽実技Ⅲ④ 4通 6 〇 兼5

器楽Ⅰ① 1通 6 〇 5 2 兼24

器楽Ⅰ② 2通 6 〇 5 2 兼27

器楽Ⅰ③ 3通 6 〇 5 1 兼29

器楽Ⅰ④ 4通 6 〇 5 2 兼36

器楽Ⅱ① 1通 2 〇 兼27

器楽Ⅱ② 2通 2 〇 兼19

器楽Ⅱ③ 3通 2 〇 1 兼12

器楽Ⅱ④ 4通 2 〇 兼7

ヴァイオリンステップアップ① 1通 2 〇 兼5

ヴァイオリンステップアップ② 2通 2 〇 兼5

ヴァイオリンステップアップ③ 3通 2 〇 兼5

ヴァイオリンステップアップ④ 4通 2 〇 兼5

合奏Ⅰ① 1通 4 〇 9 2 兼43 共同

合奏Ⅰ② 2通 4 〇 8 1 兼40 共同

合奏Ⅰ③ 3通 4 〇 8 1 兼40 共同

合奏Ⅰ④ 4通 4 〇 8 1 兼40 共同

合奏Ⅱ 3通 2 〇 兼1

合奏Ⅲ① 1通 2 〇 9 3 兼53 共同
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合奏Ⅲ② 2通 2 〇 8 2 兼51 共同

合奏Ⅲ③ 3通 2 〇 8 1 兼38 共同

合奏Ⅲ④ 4通 2 〇 8 1 兼38 共同

合奏Ⅳ① 1通 2 〇 8 1 兼36 共同

合奏Ⅳ② 2通 2 〇 8 1 兼36 共同

合奏Ⅳ③ 3通 2 〇 8 1 兼36 共同

合奏Ⅳ④ 4通 2 〇 8 1 兼36 共同

室内楽Ⅰ 2前 1 〇 4 2 兼22

室内楽Ⅱ 2後 1 〇 4 2 兼22

室内楽Ⅲ 3前 1 〇 4 2 兼22

室内楽Ⅳ 3後 1 〇 4 2 兼22

室内楽Ⅴ 3前 1 〇 4 2 兼22

室内楽Ⅵ 3後 1 〇 4 2 兼21

室内楽演習Ⅰ 1前 1 〇 4 2 兼22

室内楽演習Ⅱ 1後 1 〇 4 2 兼22

コンチェルト実習 4通 2 〇 6 2

コンチェルト実習Ⅰ 4通 2 〇 6 2

コンチェルト実習Ⅱ 2通 2 〇 6 2

楽器研究 1前 2 〇 6 1 兼6 オムニバス

指揮法Ⅱ① 3通 2 〇 1

指揮法Ⅱ② 4通 2 〇 1

吹奏楽概論Ⅰ 1前 2 〇 2 共同

吹奏楽概論Ⅱ 1後 2 〇 2 共同

声楽Ⅰ① 1通 6 〇 4 1 兼7

声楽Ⅰ② 2通 6 〇 3 1 兼9

声楽Ⅰ③ 3通 6 〇 4 1 兼9

声楽Ⅰ④ 4通 6 〇 3 1 兼11

声楽Ⅱ① 1通 2 〇 兼25

声楽Ⅱ② 2通 2 〇 兼17

声楽Ⅱ③ 3通 2 〇 兼5

声楽Ⅱ④ 4通 2 〇 兼2

声楽アンサンブル基礎 2前･後 1 〇 兼1

ドイツ歌曲① 2前 1 〇 兼1

ドイツ歌曲② 3後 1 〇 兼1

日本歌曲① 3前 1 〇 兼1

日本歌曲② 4後 1 〇 兼1

フランス歌曲① 2前 1 〇 兼1

フランス歌曲② 3後 1 〇 兼1

歌うためのイタリア語 1通 2 〇 1

合唱① 1通 2 〇 兼4

合唱② 2通 2 〇 兼2

合唱③ 3通 2 〇 兼2

合唱④ 4通 2 〇 兼3

合唱指導法① 1通 2 〇 兼1

合唱指導法② 2通 2 〇 兼1

合唱指導法演習 3通 2 〇 兼1

オペラ演習Ⅰ① 1通 2 〇 兼1

オペラ演習Ⅰ② 2通 2 〇 兼2 共同

オペラ演習Ⅰ③ 3通 4 〇 1 兼8 共同

オペラ演習Ⅰ④ 4通 2 〇 1 兼2 共同

オペラ演習Ⅱ 4通 2 〇 1 兼3 共同

オペラ公演実習 4通 4 〇 1 兼2 共同

指揮法Ⅰ 3通 2 〇 兼2

パフォーマンス① 1通 1 〇 14 6 兼20 集中

パフォーマンス② 2通 1 〇 14 6 兼20 集中

パフォーマンス③ 3通 1 〇 14 6 兼20 集中

パフォーマンス④ 4通 1 〇 14 6 兼20 集中

専
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舞台表現演習① 1後 1 〇 1 集中

舞台表現演習② 2後 1 〇 1 集中

舞台表現演習③ 3後 1 〇 1 集中

ジャズ実技① 1通 6 〇 1 兼11

ジャズ実技② 2通 6 〇 1 兼5

ジャズ実技③ 3通 6 〇 1 兼7

ジャズ実技④ 4通 6 〇 兼6

ジャズビッグバンド① 1通 2 〇 1 兼13

ジャズビッグバンド② 2通 2 〇 1 兼13

ジャズビッグバンド③ 3通 2 〇 1 兼13

ジャズビッグバンド④ 4通 2 〇 1 兼13

ジャズコンボ① 1通 2 〇 1 兼16

ジャズコンボ② 2通 2 〇 1 兼16

ジャズコンボ③ 3通 2 〇 1 兼16

ジャズコンボ④ 4通 2 〇 1 兼16

テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）① 1通 2 〇 兼8

テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）② 2通 2 〇 兼5

テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）③ 3通 2 〇 兼7

テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）④ 4通 2 〇 1 兼4

ジャズコンポジション① 2通 4 〇 兼1

ジャズコンポジション② 3通 4 〇 兼1

ポップ＆ロック実技① 13通 6 〇 1 兼26

ポップ＆ロック実技② 24通 6 〇 兼18

ポップ＆ロック実技③ 3通 6 〇 1 兼15

ポップ＆ロック実技④ 4通 6 〇 1 兼15

バンドアンサンブル① 13通 2 〇 1 兼1

バンドアンサンブル② 24通 2 〇 1 兼2

バンドアンサンブル③ 3通 4 〇 1 兼3

バンドアンサンブル④ 4通 4 〇 1 兼2

ポピュラー作曲・編曲法① 12通 4 〇 1 兼2

ポピュラー作曲・編曲法② 23通 4 〇 1 兼2

ポピュラー作曲・編曲法③ 3通 4 〇 兼1

ポピュラー作曲・編曲法④ 4通 4 〇 1

コンポジション＆アレンジ① 2通 4 〇 兼1

コンポジション＆アレンジ② 3通 4 〇 兼1

テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）① 1通 2 〇 兼1

テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）② 2通 2 〇 1 兼7

テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）③ 3通 2 〇 兼8

テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）④ 4通 2 〇 兼7

ポピュラー・ジャズピアノⅡ① 1通 2 〇 兼7

ポピュラー・ジャズピアノⅡ② 2通 2 〇 兼5

ポピュラー・ジャズピアノⅡ③ 3通 2 〇 兼7

ポピュラー・ジャズピアノⅡ④ 4通 2 〇 兼7

インストゥルメンツⅡ① 13通 2 〇 1 兼15

インストゥルメンツⅡ② 24通 2 〇 1 兼14

インストゥルメンツⅡ③ 3通 2 〇 兼5

インストゥルメンツⅡ④ 4通 2 〇 1 1 兼16

ポピュラーヴォーカルⅡ① 1通 2 〇 兼6

ポピュラーヴォーカルⅡ② 2通 2 〇 兼4

ポピュラーヴォーカルⅡ③ 3通 2 〇 兼2

ポピュラーヴォーカルⅡ④ 4通 2 〇 兼6

トラックメイキング① 1通 4 〇 兼2

トラックメイキング② 2通 4 〇 兼2

ライブパフォーマンスⅠ① 2前 1 〇 1 1 兼1 集中

ライブパフォーマンスⅠ② 3前 1 〇 1 1 兼1 集中

ライブパフォーマンスⅡ① 2後 1 〇 1 1 兼1 集中

ライブパフォーマンスⅡ② 3後 1 〇 1 1 兼1 集中
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コードプログレッション（ベーシック） 1通 4 〇 1 兼2

コードプログレッション（アドバンス） 1通 4 〇 1 兼2

イヤートレーニング 1前･後 2 〇 兼1

リズムトレーニング 1前･後 1 〇 1 兼4

スタジオレコーディング① 2前後 1 〇 1 1 兼1

スタジオレコーディング② 3前後 1 〇 1 兼1

ダンス 1通 2 〇 兼1

ジャズの歴史と作品 1後 2 〇 1

卒業ライブ 4後 1 〇 1 1 兼6 集中

基本ソルフェージュ① 1通 2 〇 1 兼11

基本ソルフェージュ② 2通 2 〇 1 兼4

基本ソルフェージュ③ 3通 2 〇 兼1

聴音・視唱ソルフェージュ① 1通 2 〇 1 1 兼6

聴音・視唱ソルフェージュ② 2通 2 〇 1 兼3

聴音・視唱ソルフェージュ③ 3通 2 〇 1

鍵盤ソルフェージュ① 1通 2 〇 兼9

鍵盤ソルフェージュ② 2通 2 〇 1 1 兼2

鍵盤ソルフェージュ③ 3通 2 〇 兼1

総合ソルフェージュ① 1通 2 〇 1 兼1

総合ソルフェージュ② 2通 2 〇 兼1

総合ソルフェージュ③ 3通 2 〇 兼1

音楽教育メソッドⅠ 1前 1 〇 1 1 オムニバス

音楽教育メソッドⅡ 1後 1 〇 1 1 オムニバス

医学一般 2前 2 〇 兼1

ハーモニー演習① 1通 2 〇 2 兼6

ハーモニー演習② 2通 2 〇 1 兼4

ハーモニー演習③ 3通 2 〇 兼2

音楽基礎演習 1通 2 〇 1 兼7

西洋音楽史Ⅰ 1通 4 〇 1 1 兼3

西洋音楽史Ⅱ 2前･後 2 〇 1 兼1 メディア

楽式論Ⅰ 12前 2 〇 1 兼1

楽式論Ⅱ 12後 2 〇 1 兼1

ポリフォニー演習 123通 2 〇 1 兼1

管弦楽概論 2通 4 〇 兼1

音楽美学 3通 4 〇 1 1

オペラの歴史と作品 2通 4 〇 兼1

鍵盤音楽の歴史と作品 1通 4 〇 1 兼2

器楽の歴史と作品 2通 4 〇 1 兼1

日本音楽概論Ⅰ 2前 2 〇 兼1

日本音楽概論Ⅱ 2後 2 〇 兼1

民族音楽概論Ⅰ 2前 2 〇 兼1

民族音楽概論Ⅱ 2後 2 〇 兼1

音楽情報論 3通 4 〇 兼1

ミュージックビジネスと社会 1前 2 〇 兼1

ライブビジネスと社会 1後 2 〇 兼3 共同

演劇の歴史と作品 2前･後 2 〇 兼1 メディア

アートマネジメント概論① 1前 2 〇 兼2 共同

アートマネジメント概論② 1後 2 〇 兼2 共同

経営学Ⅰ 2後 2 〇 兼1

経営学Ⅱ 3後 2 〇 兼1

芸術関係法規 2後 2 〇 兼1

芸術文化と社会Ⅱ 2後 2 〇 兼2 オムニバス

芸術文化環境論 2通 4 〇 兼1

文化政策論Ⅰ 3前 2 〇 兼1

文化政策論Ⅱ 3後 2 〇 兼1

簿記・会計入門 1通 4 〇 兼1

舞台芸術概論 1通 4 〇 兼2 オムニバス
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舞台機構調整演習 3前 2 〇 兼1

舞台スタッフ論① 1前 2 〇 兼4 オムニバス

舞台スタッフ論② 1後 2 〇 兼5 オムニバス

舞台制作概論 1前 2 〇 兼3

環境音楽論Ⅰ 3前 2 〇 兼1 メディア

環境音楽論Ⅱ 3後 2 〇 兼1 メディア

音楽心理学 2後 2 〇 兼1 メディア

音楽療法概説 1前 2 〇 兼4 メディア

社会福祉概論 2前 2 〇 兼1

介護概論 2後 2 〇 兼1

障がい児教育概論 1後 2 〇 兼1 メディア

発達心理学 1後 2 〇 兼1 メディア

日本古典芸能Ⅰ 1前 1 〇 兼1

日本古典芸能Ⅱ 1後 1 〇 兼1

日本古典芸能Ⅲ 2後 1 〇 兼1

ミュージカルの歴史と作品 2前･後 2 〇 兼1

舞踊の歴史と作品 2通 4 〇 兼1

看護学演習 3後 1 〇 兼1 集中

日本伝統音楽演習（歌唱） 3前･後 1 〇 兼6 共同

日本伝統音楽演習（和楽器） 3前･後 1 〇 兼1

フィールドインターンシップ① 3通 2 〇 兼3 共同

フィールドインターンシップ② 4通 2 〇 兼3 共同

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ① 1通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ② 2通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ③ 3通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ④ 4通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ① 1通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ② 2通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ③ 3通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ④ 4通 6 〇 1 兼9

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ① 1前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ② 1後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ③ 2前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ④ 2後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑤ 3前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑥ 3後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑦ 4前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑧ 4後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ① 1前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ② 1後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ③ 2前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ④ 2後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑤ 3前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑥ 3後 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑦ 4前 1 〇 2 兼3

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑧ 4後 1 〇 2 兼3

セルフプロデュース＆ビジネスⅠ 1前 1 〇 兼1

セルフプロデュース＆ビジネスⅡ 1後 1 〇 兼1

セルフプロデュース＆ビジネスⅢ 2前 1 〇 兼1

セルフプロデュース＆ビジネスⅣ 2後 1 〇 兼1

ベーシック・クリエイティブ・エクスプレッション 2後 2 〇 1 兼5

アドヴァンスト・クリエイティブ・エクスプレッション 4後 2 〇 1 兼5

ことばと創作 1前 1 〇 兼2

日本語の創作と朗読 2前 1 〇 兼2

創作表現基礎Ⅰ 2前 1 〇 兼2

創作表現基礎Ⅱ 2後 1 〇 1 兼1

創作表現基礎Ⅲ 2後 1 〇 兼2
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創作表現応用Ⅰ① 3前 1 〇 兼2

創作表現応用Ⅰ② 4前 1 〇 兼2

創作表現応用Ⅱ① 3後 1 〇 1 兼1

創作表現応用Ⅱ② 4後 1 〇 1 兼1

創作表現応用Ⅲ① 3後 1 〇 兼2

創作表現応用Ⅲ② 4後 1 〇 兼2

－ 0 1134 0 22 10 4 兼391

－ 2 1281 0 23 11 4 兼430

12単位以上 8単位以上 48 124単位以上
12単位以上 8単位以上 74 124単位以上
12単位以上 8単位以上 64 124単位以上
12単位以上 8単位以上 71 124単位以上
12単位以上 8単位以上 53 124単位以上
12単位以上 8単位以上 68 124単位以上
12単位以上 8単位以上 56 124単位以上
12単位以上 8単位以上 64 124単位以上
12単位以上 8単位以上 54 124単位以上
12単位以上 8単位以上 52 124単位以上
12単位以上 8単位以上 44 124単位以上
12単位以上 8単位以上 56 124単位以上
12単位以上 8単位以上 64 124単位以上
12単位以上 8単位以上 62 124単位以上
12単位以上 8単位以上 56 124単位以上
12単位以上 8単位以上 68 124単位以上
12単位以上 8単位以上 70 124単位以上
12単位以上 8単位以上 68 124単位以上

　　　方法を併記すること。

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

　　　に授与する学位を併記すること。

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

ジャズ 単位以上
ポップ＆ロックミュージック 単位以上
（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

弦・管・打楽器演奏家Ⅱ 単位以上
弦・管・打楽器 単位以上
ウインドシンフォニー 単位以上

オルガン 単位以上
電子オルガン 単位以上
弦・管・打楽器演奏家Ⅰ 単位以上

ピアノ指導者 単位以上
ピアノミュージッククリエイター 単位以上
ピアノ音楽 単位以上

声とことばの創造表現 単位以上
ピアノ演奏家Ⅰ 単位以上
ピアノ演奏家Ⅱ 単位以上

サウンドプロデュース 単位以上
指揮 単位以上
声楽 単位以上

コース名 教養科目 外国語科目 専門科目 合計
作曲・音楽デザイン 単位以上

教養科目から12単位以上、外国語科目から8単位以上、専門科目から44単位以上を
含み124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上限：48単位(年間))
なおコースごとの卒業要件は下表の通り。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 　学士（音楽） 学位又は学科の分野 音楽関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

小計（429科目） －

合計（509科目） －

専
門
科
目

【添付資料】
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【資料 1】令和 5年度シラバス「基礎ゼミ」「ソルフェージュ」「ハーモニー演習」 

 

■基礎ゼミ 

kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=4214 

 

 

■ソルフェージュ 

 

・基本ソルフェージュ① 

kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=1783 

 

・基本ソルフェージュ② 

   kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=1975 

 

・基本ソルフェージュ③ 

 kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=4080 

 

 

■ハーモニー演習 

 

・ハーモニー演習① 

kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=455 

 

・ハーモニー演習② 

kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=464 

 

・ハーモニー演習③ 

kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/Syllabus/Syllabus.asp?nendo=2023&syllabuscode=469 

【資料1】
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2023年5月発行

昭和音楽大学のことをもっと詳しく、楽しく！ 
学校紹介
ショートムービー
公開中♪

新コース紹介パンフレット_ 表紙面 _230508

受験対策スクール、
パスウェイズ
入室生募集中！

 

LINE Instagram Youtube

● ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ①
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ①
● セルフプロデュース＆ビジネスⅠ・Ⅱ
● ことばと創作
● 西洋音楽史Ⅰ

次の（1）または（2）のいずれかを選択すること

総合選抜型 学校推薦型／特待生選抜① 一般選抜／
特待生選抜②

実力診断

（1）当日指定課題の中から短いストーリーを創造し、
　  表現力をもって朗読すること。
　  （※日本語に限る。声を使った発信力を見極める）

（2）音楽実技
　 次の（a）または（b）のいずれかを選択すること
（a）歌唱（クラシック音楽）自由曲1曲。（暗譜でなくてもよい）
（b）ポピュラー演奏
　　次の①～⑨による自由曲（ポピュラー曲）1曲
　　（暗譜でなくてもよい）
①ピアノ　②ギター　③ベース　④サクソフォーン　⑤トランペット　
⑥トロンボーン　⑦ドラムス　⑧パーカッション　⑨ヴォーカル

2024 年度「声とことばの創造表現コース」入学者選抜試験選抜科目

※（2）の音楽実技について

声と言葉の創造表現についての試問
（出願書類に関する内容を含む）

①9月24日（日）
②10月22日（日）
③12月17日（日）

④2月24日（土）
⑤3月8日（金）

その他の科目は入学者選抜の種類によって異なります。課題・科目は入学者選抜要項を必ずご参照ください。

【大学・短大共通】専門科目（選択）、教養科目（必修・選択）、外国語科目（選択必修）については、「ガイドブック 2024」をご覧ください

● ピアノⅡ①
● 鍵盤演奏表現Ⅰ

● ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ②
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ②
● ベーシック・クリエイティブ・エクスプレッション
● セルフプロデュース＆ビジネスⅢ・Ⅳ
● 日本語の創作と朗読

● 創作表現基礎Ⅰ
● 創作表現基礎Ⅱ
● 創作表現基礎Ⅲ

● ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ③
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ③

● 創作表現応用Ⅰ①
● 創作表現応用Ⅱ①
● 創作表現応用Ⅲ①

● ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ④
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ④
● アドヴァンスト・クリエイティブ・エクスプレッション

● 創作表現応用Ⅰ②
● 創作表現応用Ⅱ②
● 創作表現応用Ⅲ②

● 基本ソルフェージュ①～③
● 聴音・視唱ソルフェージュ①～③
● 鍵盤ソルフェージュ①～③
● 総合ソルフェージュ①～③

1
年
次

3
年
次

4
年
次

2
年
次

主
科
実
技
課
題

入
試
日
程

主
科

面
接

必修科目 選択必修科目

● ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ①
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ①
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ・Ⅱ
● セルフプロデュース＆ビジネス①
● ことばと創作
● 西洋音楽史Ⅰ

● ピアノⅡ①
● 鍵盤演奏表現Ⅰ

● ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ②
● ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ②
● クリエイティブ・エクスプレッション
● セルフプロデュース＆ビジネスⅢ・Ⅳ
● 日本語の創作と朗読

● 創作表現基礎Ⅰ
● 創作表現基礎Ⅱ
● 創作表現基礎Ⅲ

● 基本ソルフェージュ①～②
● 聴音・視唱ソルフェージュ①～②
● 鍵盤ソルフェージュ①～②
● 総合ソルフェージュ①～②

1
年
次

2
年
次

必修科目 選択必修科目

内容入学者
選抜科目 注記

声とことばの創造表現コース カリキュラム（2024 年度予定）

少しスペース空きますが、入れたい情報ありますでしょうか。
入れるものがなければカリキュラムをもう少しゆったりレイアウトします。

大学（音楽学部）

短期大学部（音楽科）

（a）の場合、ピアノ伴奏者は大学が用意。出願時に伴奏
譜を提出すること。（b）の場合、ピアノ、ドラムセット等大
型楽器以外は各自持参すること。
①②④⑤⑥⑦⑧はソロ演奏または音源による伴奏付
き。③は音源による伴奏付き。音源の種類はAudioCD
または音源ファイルを出願時に提出。ただし、④～⑥は
演奏する楽器を抜いた音源を提出すること。⑨はソロ
（無伴奏）またはピアノか音源による伴奏付き。ピアノ伴
奏者は大学が用意する。ピアノ伴奏の場合は伴奏譜
を、音源による伴奏の場合はヴォーカルを抜いた
AudioCDまたは音源ファイルを出願時に提出するこ
と。ファイル形式は、WAVE、AIFF、MP3、AAC、提出す
るメディアの種類は、CD-R、USBフラッシュドライブ、
SDメモリーカード。演奏の途中で止める場合がある。

資格取得について 卒業後の様々な進路希望に備えて、資格取得を設置。学生のキャリアを強力にサポート。
教職課程

司書課程

〈昭和音楽大学〉
▶高等学校教諭一種免許状［音楽科］（申請中）
▶中学校教諭一種免許状［音楽科］（申請中）

〈昭和音楽大学短期大学部〉
▶中学校教諭二種免許状［音楽科］（申請中）

▶小学校教諭二種免許状

〈昭和音楽大学・昭和音楽大学短期大学部〉

〈昭和音楽大学〉

図書館の専門職員に必要な基礎資格を取得できます。 ※その他の科目の履修状況により、履修できない場合があります。

学芸員課程

博物館や資料館で活躍する学芸員となるための基礎資格を取得します。 ※その他の科目の履修状況により、履修できない場合があります。

※ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。
◎「教員職員免許法」第16条の5第1項により、中学校、高等学校の免許状で小学校の「専科」の教諭または講師となることもできます。

※本学の教職課程と同時に玉川大学通信教育学部の実施する2年間の課程を修めることにより（要本学推薦）、在学中に取得することが可能です。

（
取
得
で
き
る
教
員
免
許
状
）

※ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。
◎「教員職員免許法」第16条の5第1項により、中学校、高等学校の免許状で小学校の「専科」の教諭または講師となることもできます。

2023年

①11月21日（火）・22日（水）
①8月6日（日） 
②8月27日（日）

2023年

②2月1日（木）・2日（金）
2024年 2月1日（木）・

2024年

診断で基準に達した科目は
総合型選抜での試験が
免除されます。

2024年

2日（金）

声
と

こ
と
ば
の

創
造
表
現

コ
ー
ス 2024 年度

大学・短大に
新設

【資料3】
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「表現」のための
「声」と「ことば」を、徹底的に学ぶ

必修科目（専門科目）

ヴォーカル・テクニック・メソード��①②③④
（声の出し方・呼吸）

※短大は①②

※短大は①②

全ての基礎となるヴォイス・トレーニング

〈授業概要〉

日本語の創作と朗読
�（詩・俳句・戯曲など）

ヴォーカル・エクスプレッション・メソード ��①②③④
（声の表現方法）

〈授業概要〉

〈授業概要〉

ベーシック・クリエイティブ・エクスプレッション
�（創作発表基礎）

〈授業概要〉

セルフプロデュース＆ビジネス I・II・III・IV
（コンテンツ制作・メディア芸術）

〈授業概要〉

ことばと創作 �
（ことばを創る、考える）

自分の声の魅力と可能性を発見

現代には、多様な声とことばの創造表現があります。
長年声楽教育に携わってきた私たちは、今の声楽教育のあり方がはたして現代社会と一致し
ているのか、また声楽に限らず、声とことばを扱う表現のジャンルにおいて、必要なこと、
重視すべきことが実際には実行されていないのではないかという疑念を抱きました。
台本・歌詞・詩など、ことばを声で表現する場において非常に重要な、ことばや文章の正し
い理解力と応用力・感情の表現技術を学び、人々に共感・感動を与える創造表現ができる
人材を育成することが、この「声とことばの創造表現コース」設立の目的です。

クラシックの発声、日常で使用する声の出し方、言葉の発し方の基礎を習得。
正しい体の使い方、横隔膜を使った腹式呼吸の方法や声帯、喉、口腔、共鳴、また喉
を痛めない発声方法を学びます。
呼吸器官と発声器官、声はどこから生まれるのか、その仕組みを理解し、自分の声の適正
を見つめ、自分の声がどのように発展していくのかを自覚、探求します。

心に感じたものを言葉にする。言葉の裏側に隠された意味を知る。

ことばを用いて創作するための基礎を身につけます。
ことばを理解すること、その言葉の裏側に隠された意味を読み解くことで表現の幅を広げます。
ことばの創作を一定の知識と思考とともに研究します。

日本語の発語の研究。伝わる美しい表現の研究

日本の詩・俳句・戯曲などを読み日本語の美しさに触れ、実際に声に出して朗読することで声による表現の基礎を学びます。
またそれらの形式を用いて自身の表現したいことを創作。
伝わりやすい日本語の発語を学修するともに、伝える際に心がけること、ことばの選び方なども学修します。

創作発表の基礎・プロセスを学ぶ

創作表現の発表に向けて、各人が取り組むべき内容をさらに追求します。
自己の声の適性を自身でイメージし、各々の題材について発表までの
過程を知り、基礎力を身につけます。

4年間の成果を最大限に活かしたアウトプットへ

4 年間で研究した分野の集大成となる発表。
各分野の専門教員に指導を受け、これまでに学んだことを最大限に生かし卒業制作の発表を行います。
そのために、3 年次 4 年次で自身の適正を見極め、将来のビジョンに向かっていくためのより高度な技術を養います。

詩や歌詞・ストーリーを正しく理解し、ことば・文章に潜む感情を表現することを学びます。
2 年次以降は演技も研究。声を使って何かを表現しようとする際の具体的な方法を身につ
けます。学年が進むとともに自身の学びたい分野の表現を身につけ、自己の表現能力を高
めます。

心から表現する、具体的な方法を学ぶ

自身をどのようにプロデュースしていくかを、専門知識と具体的な方法から学びます。
コンテンツ制作の基礎、録音・録画、音声・映像編集などの技術を身につけ、配信実習や
配信映像、動画などの制作を通して過程を経験します。周辺状況のリサーチや観客形成など
に必要な、メディアやコンテンツ、情報を横断し活用するスキルと思考を養うことで、自己プ
ロデュース力の習得、ひいてはビジネス分野でのパートナー・コンサルティング分野までの到
達が可能に。

コンテンツとメディアを活用した、自己プロデュース力を身につける

声を使った
専門技術と幅広い表現方法を習得

声とことばで
心の動きを表現する力をつける

自己プロデュース力、
コミュニケーション能力を高める

想定する将来の職業例

・ミュージカル俳優
・声楽家
・ヴォーカリスト

・声優
・アニメ声優
・ナレーター

・ラジオパーソナリティ
・アナウンサー
・シンガーソングライター

・司会
・MC

個人レッスン形式

クラス演習形式

〈授業概要〉

アドヴァンスト・クリエイティブ・エクスプレッション
�（創作発表応用）

〈授業概要〉

大学のみ

選択必修科目（一部）

Point!

〈授業概要〉
各分野の基礎および導入を、それぞれの専門の教員とともにゼミ形式で学びます。

声のプロフェッショナルを目指す

※上記の分野より選択

創作表現基礎 I（アニメソング歌手・アニメ声優） 
創作表現基礎 II（歌手《ジャズ・ポップス・ミュージカル・オペラ》） 
創作表現基礎 III（アナウンサー・司会・ナレーター・声優《映画・ドラマ》） 

【資料3】
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■昭和音楽大学音楽芸術表現学科　開講授業科目比較（平成２９年度vs令和６年度）

※新規開講科目-廃止科目＝95-22＝73

新規開講科目 廃止科目 名称変更

　※統廃合を伴う統合科目等含む 　※統廃合を伴う廃止科目含む 　※カリキュラム変更に伴う名称変更含む

科目数 科目名称 単位数 科目数 科目名称 単位数 科目数 科目名称 単位数

教養科目 15 ICTと音楽芸術 1 0 該当なし 2 芸術鑑賞① 1

クリエイティブ スタディーズ 1 芸術鑑賞② 1

日本語文法とコミュニケーションⅠ 1

日本語文法とコミュニケーションⅡ 1

日本語文法とコミュニケーションⅢ 1

日本語と日本社会Ⅰ 1

日本語と日本社会Ⅱ 1

日本語と日本社会Ⅲ 1

実用日本語Ⅰ 1

実用日本語Ⅱ 1

日本語日本文化Ⅰ 1

日本語日本文化Ⅱ 1

日本語日本文化Ⅲ 1

キャリアと日本語 1

アカデミック・ジャパニーズ 1

外国語科目 0 該当なし 0 該当なし 0 該当なし

専門科目 80 ピアノアンサンブルⅡ① 2 22 伴奏法Ⅰ① 2 37 メディア創作基礎Ⅰ 2

ピアノアンサンブルⅡ② 2 伴奏法Ⅰ② 2 メディア創作基礎Ⅱ 2

ピアノアンサンブルⅡ③ 2 演奏解釈 4 メディア創作応用Ⅰ 2

ピアノアンサンブルⅡ④ 2 インターンシップ 2 メディア創作応用Ⅱ 2

これからのピアノ表現Ⅰ 1 指導者基礎Ⅰ 2 ジャズビッグバンド① 2

これからのピアノ表現Ⅱ 1 指導者基礎Ⅱ 2 ジャズビッグバンド② 2

これからのピアノ表現Ⅲ 1 リトミック① 2 ジャズビッグバンド③ 2

これからのピアノ表現Ⅳ 1 リトミック② 2 ジャズビッグバンド④ 2

ピアノ指導法応用Ⅲ 1 ピアノ指導法研究 4 ジャズコンボ① 2

ピアノ指導法応用Ⅳ 1 ピアノ指導法特論 4 ジャズコンボ② 2

ピアノ指導法基礎Ⅰ 1 室内楽Ⅰ① 2 ジャズコンボ③ 2

ピアノ指導法基礎Ⅱ 1 室内楽Ⅰ② 2 ジャズコンボ④ 2

ピアノ指導法基礎Ⅲ 1 室内楽Ⅱ① 2 テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）① 2

ピアノ指導法基礎Ⅳ 1 室内楽Ⅱ② 2 テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）② 2

ピアノ指導法応用Ⅰ 1 室内楽実習Ⅰ① 2 テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）③ 2

ピアノ指導法応用Ⅱ 1 室内楽実習Ⅰ② 2 テクニック＆パフォーマンス（ジャズ）④ 2

ピアノ教養特論Ⅰ 2 室内楽実習Ⅰ③ 2 ポップ＆ロック実技① 6

ピアノ教養特論Ⅱ 2 室内楽実習Ⅰ④ 2 ポップ＆ロック実技② 6

英語研修 2 ステージマネージャー演習① 1 ポップ＆ロック実技③ 6

室内楽Ⅰ 1 ステージマネージャー演習② 1 ポップ＆ロック実技④ 6

室内楽Ⅱ 1 ステージマネージャー演習③ 1 バンドアンサンブル① 2

室内楽Ⅲ 1 指導教材研究 2 バンドアンサンブル② 2

室内楽Ⅳ 1 バンドアンサンブル③ 4

室内楽Ⅴ 1 バンドアンサンブル④ 4

室内楽Ⅵ 1 テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）① 2

室内楽演習Ⅰ 1 テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）② 2

室内楽演習Ⅱ 1 テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）③ 2

吹奏楽概論Ⅰ 2 テクニック＆パフォーマンス（ポップ＆ロック）④ 2

吹奏楽概論Ⅱ 2 トラックメイキング① 4

インストゥルメンツⅡ③ 2 トラックメイキング② 4

インストゥルメンツⅡ④ 2 ライブパフォーマンスⅠ① 1

ポピュラーヴォーカルⅡ③ 2 ライブパフォーマンスⅠ② 1

ポピュラーヴォーカルⅡ④ 2 ライブパフォーマンスⅡ① 1

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ① 6 ライブパフォーマンスⅡ② 1

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ② 6 医学一般 2

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ③ 6 日本伝統音楽演習（歌唱） 1

ヴォーカル・テクニック・メソードⅠ④ 6 日本伝統音楽演習（和楽器） 1

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ① 6

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ② 6

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ③ 6

ヴォーカル・テクニック・メソードⅡ④ 6

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ① 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ② 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ③ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ④ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑤ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑥ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑦ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅠ⑧ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ① 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ② 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ③ 1

平成29年度 令和６年度 増減

教養科目 34 49 15

外国語科目 31 31 0

専門科目 371 429 58

計 436 509 73

【資料4】
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新規開講科目 廃止科目 名称変更

　※統廃合を伴う統合科目等含む 　※統廃合を伴う廃止科目含む 　※カリキュラム変更に伴う名称変更含む

科目数 科目名称 単位数 科目数 科目名称 単位数 科目数 科目名称 単位数

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ④ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑤ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑥ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑦ 1

ヴォーカル・エクスプレッション・メソードⅡ⑧ 1

セルフプロデュース＆ビジネスⅠ 1

セルフプロデュース＆ビジネスⅡ 1

セルフプロデュース＆ビジネスⅢ 1

セルフプロデュース＆ビジネスⅣ 1

ベーシック・クリエイティブ・エクスプレッション 2

アドヴァンスト・クリエイティブ・エクスプレッション 2

ことばと創作 1

日本語の創作と朗読 1

創作表現基礎Ⅰ 1

創作表現基礎Ⅱ 1

創作表現基礎Ⅲ 1

創作表現応用Ⅰ① 1

創作表現応用Ⅰ② 1

創作表現応用Ⅱ① 1

創作表現応用Ⅱ② 1

創作表現応用Ⅲ① 1

創作表現応用Ⅲ② 1

指導教材研究Ⅰ 2

指導教材研究Ⅱ 2

コンポジション＆アレンジ① 4

コンポジション＆アレンジ② 4

音楽教育メソッドⅠ 1

音楽教育メソッドⅡ 1

合計 95 22 39

※以下の10の専門科目は、平成30年～令和２年度入学生に適用のカリキュラム（令和５年度時点で４年次在学生まで適用。令和５年度にて終了予定）

科目名称 単位数

ピアノアンサンブル 2

バレエ・ミュージカル伴奏① 2

バレエ・ミュージカル伴奏② 2

バレエ・ミュージカル伴奏③ 2

室内楽① 2

室内楽② 2

室内楽③ 2

声楽伴奏① 2

声楽伴奏② 2

声楽伴奏③ 2

ピアノアンサンブルⅠ① 2

ピアノアンサンブルⅠ② 2

ピアノアンサンブルⅠ③ 2

ピアノアンサンブルⅠ④ 2

【資料4】
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日程 3月27日（月） 3月2８日（火) 3月2９日（水） 3月30日（木） 3月31日（金）

全
学
生

2023年度
オリエンテーション日程 昭和音楽大学

昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫3月27日（月）～3月３１日（金） オンラインガイダンス・履修エントリー・クラス分け

ソルフェージュ授業ガイダンス ［履修希望者全員（新入生、在校生） ］ 資料掲示

副科声楽「声楽Ⅱ①②➂④」ガイダンス [履修希望者] 資料掲示

外国語授業ガイダンス [学・短新入生] 資料掲示

資格課程オリエンテーション [教職･司書・学芸員課程の新規履修希望者（編入学含む）] 動画視聴＋資料掲示

副科ピアノ「ピアノⅡ①②➂④」ガイダンス [履修希望者] 動画視聴

教職専修免許希望者説明 [専攻科、院修士1年生の希望者] 動画視聴

「音楽基礎演習」「ハーモニー演習①」「西洋音楽史」ガイダンス [新入生の履修希望者] 動画視聴

P.2

「音楽基礎演習」「ハーモニー演習①」履修エントリー・クラス分け試験[新入生の履修希望者] Forms

「ミュージックセオリー」クラス分けエントリー[新規履修希望者※] Forms                                                                                 

「ポピュラー作曲・編曲法①」クラス分けテスト[新規履修希望者※] Forms

「コードプログレッション」クラス分けテスト [ジャズコース・ポップ＆ロックコース新入生] Forms                                                                         

ソルフェージュ試験 (科目・クラス分け) [新入生、2年生以上の新規履修希望者] Forms

英語プレイスメントテスト 3/27（月）～3/29（水）オンライン

[新入生英語履修希望者※2年生以上は過去にプレイスメントテストを未受験で英語を履修したい者]

留学生日本語クラス分けテスト[新入生※留学生のみ]オンライン

履修登録①[卒業年次生のみ]
3/28（火）9：00～3/29（水）23：59

履修登録①結果発表
[卒業年次生〕

ポータルサイト

一部の科目のクラス分け発表
事前登録科目発表
ポータルサイト

介護等体験オリエンテーション 3/27（月）～4/5（水）

※2日間体験[教職課程履修者で短大２年生、学部3年生以上で介護体験を実施していない人] 動画視聴

※５日間体験 [教職課程履修者の短大１年生（短大2年生で5日間体験未実施の場合も対象）] 動画視聴

「中級英語」昇級判定試験3/27（月）～3/29（水）[2年生以上の新規履修希望者]オンライン

「上級英語」昇級判定試験3/27（月）～3/29（水）[2年生以上の新規履修希望者] オンライン

「フィールドインターンシップ①」授業ガイダンス 3/20（月）～３/３１（金） [学3・4年生新規履修希望者] 動画視聴（オンデマンド）

凡例
学…大学
短…短大
院…大学院

新入生Teams＆ポータルサイト運用開始

「作曲関連科目（PA演習、録音制作Ⅲ、ソングライティング演習①②、コンピューター音楽概論） 」履修エントリー ［新規履修希望者］Forms

履修登録ガイダンス [新入生] 動画視聴 履修要綱電子ブックとWEB上のシラバスを参照の上視聴

※2023年度オリエンテーション日程　一部ページ抜粋

【資料5】
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日程 4月1日（土）

全
学
生

2023年度

オリエンテーション日程
昭和音楽大学
昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫4月1日（土） オンラインで発表、実施のもの

「ポピュラー作曲・編曲法①」クラス発表

ポータルサイト

個人レッスン担当教員発表

１７:００以降発表予定
ポータルサイト

日本語クラス発表

ポータルサイト

「基本ソルフェージュ」クラス発表

ポータルサイト

「ミュージックセオリー」クラス発表
ポータルサイト

※音楽基礎演習に配分された者は履修不可

「英語レベル分け発表」
英語プレイスメントテストの結果

ポータルサイト

「鍵盤演奏表現Ⅰ」履修者発表

ポータルサイト

P.3

イタリア語クラス発表

ポータルサイト

履修登録②全学生対象 4/1（土）9：00～4/2（日）23：59

ポータルサイト

各コースごとクラス指定科目クラス発表

ポータルサイト

「コードプログレッション」クラス発表

ポータルサイト

副科（器楽Ⅱ・作曲Ⅱ）グループレッスンクラス発表

ポータルサイト

「音楽基礎演習」・「ハーモニー演習①」クラス発表

1年生（編入生も含む）のみ発表。2年生以上は3/27（月）に発表済。

ポータルサイト

「電子オルガンⅡ・オルガンⅡ」履修時限アンケート
対象：電子オルガンⅡ履修希望者・オルガンⅡ履修可と発表された者

4/1（土）～4/3（月） 17：00 Forms

オルガンⅡ履修の可否発表
※履修可と発表された者は「電子オルガンⅡ・オルガンⅡ」履修時限アンケート
に回答すること。
ポータルサイト

【資料5】
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時間 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 17:30

新
入
生

2
年
生
以
上

教
員
・事
務
局

2023年度

オリエンテーション日程
昭和音楽大学
昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫4月1日(土) 対面

学寮説明会
[新規入寮者]
16：30～17:30

場所：C511
担当：学寮運営委員
会

入学式／祝賀演奏
[学・短・院 新入生]
※編入生も含む

10:30開式

場所：テアトロ・ジーリオ・ショウ
ワ

入学式／祝賀演奏
10:30開式

場所：テアトロ・ジーリオ・ショウワ

対象：1年生クラス担任

P.4

クラス会
・クラス顔合わせ
・コース別ガイダンス
・履修登録説明
[学・短 １年生]

14：30～16：30

場所：指定された教室
担当：クラス担任

履修登録②全学生対象 4/1（土）9：00～4/2（日）23：59

ポータルサイト

FD研修会
13：00～15：00

場所：ユリホール

対象：全教員

学生証・iPad配付
[学・短 １年生]
13：00～14：30
場所：テアトロ・ジーリオ・ショウワ

担当：学生課・教務課・ICT推進室

教職課程履修相談
[教職課程履修希望者]

16：30～17：45
場所：A214
担当：資格課程分科会

科目等履修生ガイダンス
[科目等履修生]
13：00～14：00
場所：A219

担当：教務課

学芸員課程履修相談
[学芸員課程履修希望者]

16：30～17：45
場所：A218
担当：資格課程分科会

司書課程履修相談
[司書課程履修希望者]

16：30～17：45
場所：A219
担当：資格課程分科会

凡例
学…大学
短…短大
院…大学院

学生証配付
[編入、研究生、院1年生]
13：00～14：30
場所：事務局前

担当：学生課

【資料5】
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2023年度

オリエンテーション日程 昭和音楽大学
昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫4月３日(月) 対面＆Forms
時間 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 17:30

全
学
生

P.5

専攻別ガイダンス
[大学院全学年]

16：00～17:00

A213 ピアノ

A217 オペラ・声楽研究

A218 弦管打

A219 作曲、指揮

A313 ジャズ＆コンテン

ポラリー

A317 アートマネジメント

A318 音楽療法

A411 音楽と文化

※電子オルガンは個別

クラス会（博士）
[院博士全学年]
14：00～15：30

場所：A319
担当：クラス担任

クラス会（修士）
[院修士1年生]
9：00～11：00
場所：A411
担当：クラス担任

サウンドプロデュース
①ガイダンス
[サウンドプロデュー
スコース1年生]
11：00～12：00
場所：A３１６
担当：科目担当教員

iPad初期設定相談会
[学・短1年生希望者]
※iPadと一緒に配付したマニュアルに
沿って説明を行います。
マニュアルに沿って初期設定が完了した
方は参加不要です。

10：00～12：00

場所：C511
担当：ICT推進室

「ピアノⅡ①②➂④」アンケート [ピアノⅡ①②➂④履修希望者全員] 4/3（月）9：00～4/5（水）23：59 Forms

「声楽Ⅱ①②➂④」アンケート [声楽Ⅱ①②➂④履修希望者全員 4/3（月）9：00～4/5（水）23：59 Forms

「室内楽特別演習」
授業ガイダンス
[修士履修希望者]
11：00～12：00
場所：A２１１
担当：科目担当教員

履修相談①[全学生]

13:00～１6：0０
A211 舞台スタッフ
A212 ピアノ、オルガン
A214 音楽教養、音楽と社会
A215 アートマネジメント
A２１６ ミュージカル（※新入生用タップシューズ販売、

お扇子販売も同時に行います。(13:00〜14:30)

A311 ポップ＆ロック、ポピュラー、ジャズ
A31２ ソルフェ－ジュ
A314 外国語（英語、イタリア語、フランス語、ドイツ語）

A315 電子オルガン
A316 作曲音楽デザイン、サウンドプロデュース、

指揮、デジタルミュージック

A320 音楽基礎演習・ハーモニー演習①②
A411 バレエ
C101 声楽、合唱指導
C103 弦管打、ウインドシンフォニー
C31１、C31３ 音楽療法
C511 留学生、日本語
担当：各部会・分科会

留学生ガイダンス [学・短・院 新入生の留学生]
※昭和音楽大学から昭和音楽大学大学院へ進学した者は対象外

ただし、本学研究生から大学院へ進学した者は対象

13:00～１4：0０
※ガイダンス終了後 16:00まで履修相談

C511教室
担当：教務課

教職課程登録
締め切り
4/3（月）17：00
[教職課程履修希望者]

凡例
学…大学
短…短大
院…大学院

「西洋音楽史特
殊講義」クラス分
け試験（表現専
攻・運営専攻1年
次必修）
[院修士1年生]
17：30～18：30※予定

場所：A411
担当：音楽学分科会

【資料5】
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2023年度

オリエンテーション日程
昭和音楽大学
昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫4月4日(火) 対面＆Forms
時間 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 17:30

全
学
生

P.6

「基礎ゼミ」第1・2回授業
[学・短 １年生※2年生以上の未履修者] 
※内部進学者は出席不要。
※大学院１年生は単位になりませんが、本学について理解いた
だく機会となりますのでできる限り参加をお願いします。

・建学の精神
・大学内での学修
・研究施設紹介
・音楽活動
・キャリア講座
・学生生活

9：00～12：10

場所：テアトロ・ジーリオ・ショウワ

担当：基礎ゼミ分科会、学生課

「ピアノⅡ①②③④」
第1回授業
[ピアノⅡ①②③④履修希望者]
１3：００～13：45

場所：テアトロ・ジーリオ・ショウワ

担当：鍵盤楽器部会

「声楽Ⅱ①②③④」

第1回授業
[声楽Ⅱ①②③④履修希望者]
１3：45～14：30

場所：テアトロ・ジーリオ・ショウワ

担当：声楽部会
部屋利用・音響機器使用説明会
[ジャズ・ロック＆ポップ1年生]

15：00～16：30

場所：C401、C417
担当：ジャズ・ポピュラー音楽部会

履修相談

13:00～１6：0０
先輩による履修相談

※「西洋音楽史Ⅰ」について研究室３にて相談対応

担当：教務課（スチューデントジョブ）

演奏家コースガイ
ダンス
[弦管打演奏家Ⅰ・Ⅱ  
全学年]
15：00～16：00

場所：C511
担当：弦管打楽器部会

「室内楽」ガイダンス
[弦管打・ウインド・弦
管打演奏家、弦管打専
攻科履修希望者]

16：00～17：00
場所：C511
担当：弦管打楽器部会

凡例
学…大学
短…短大
院…大学院

「ピアノⅡ①②➂④」アンケート [ピアノⅡ①②➂④履修希望者全員] 4/3（月）9：00～4/5（水）23：59 Forms

「声楽Ⅱ①②➂④」アンケート [声楽Ⅱ①②➂④履修希望者全員 4/3（月）9：00～4/5（水）23：59 Forms
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2023年度

オリエンテーション日程
昭和音楽大学
昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫4月5日(水) 対面＆オンライン

時間 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 17:30

全
学
生

P.7

履修登録②結果発表
[全学生]

ポータルサイト

※電子オルガンⅡ・オルガンⅡクラス発表
・ポータルサイト

履修登録③全学生対象
4/5（水）13：00～4/11（火）23：59

ポータルサイト

レッスン打ち合わせ
[主科実技（個人レッスン）・副科実技（個人、グループレッスン）履修者 ※副科ピアノ（ピアノⅡ①～④）、副科声楽（声楽Ⅱ①～④）、インス

トゥルメンツⅡ①②③、ポピュラーヴォーカルⅡ①②③、ポピュラージャズピアノⅡ①②③④グループレッスンは除く]
対面、Teams、メール、電話、LINEなど
各担当教員

履修相談②[全学生]

13:00～１6：0０
A211 舞台スタッフ
A212 ミュージカル
A214 音楽教養、音楽と社会
A215 アートマネジメント
A311 ポップ＆ロック、ポピュラー、ジャズ
A31２ ソルフェ－ジュ
A313 留学生、日本語
A314 外国語（英語、イタリア語、フランス語、ドイツ語）
A315 電子オルガン
A316 作曲音楽デザイン・サウンドプロデュース、

指揮、デジタルミュージック

A320 音楽基礎演習・ハーモニー演習①②
A４１１ バレエ（13：00～15：00）
C101 声楽、合唱指導
C103 弦管打、ウインドシンフォニー
C31１、C31３ 音楽療法
C511 ピアノ、オルガン
研究室３ 「西洋音楽史Ⅰ」
担当：各部会・分科会

凡例
学…大学
短…短大
院…大学院

副科実技

「インストゥルメンツ
Ⅱ①②③」
「ポピュラーヴォー
カルⅡ①②③」

「ポピュラージャズ
ピアノⅡ①②③④」
第1回授業
[各履修希望者全員]
※事前実施の副科実技履
修に関するアンケート回答
者に限る
１1：００～11：45

場所：テアトロ・ジーリオ・
ショウワ

担当：ジャズ・ポピュ
ラー音楽部会

「ピアノⅡ①②➂④」アンケート [ピアノⅡ①②➂④履修希望者全員] 4/3（月）9：00～4/5（水）23：59 Forms

「声楽Ⅱ①②➂④」アンケート [声楽Ⅱ①②➂④履修希望者全員 4/3（月）9：00～4/5（水）23：59 Forms

【資料5】

-学則変更の趣旨（資料）-25-



日程 4月6日(木） 4月7日(金） 4月8日(土） 4月9日(日） 4月10日(月） 4月11日(火） 4月12日(水）

全
学
生

2023年度

オリエンテーション日程
昭和音楽大学
昭和音楽大学短期大学部
昭和音楽大学大学院

2023/3/28版

≫4月6日（木）授業開始以降～4月12日(水）

「ピアノⅡ①②③④」
グループ発表
9：00発表予定

ポータルサイト
担当：鍵盤楽器部会

「声楽Ⅱ①②③④」
グループ発表

9：00発表予定

ポータルサイト
担当：声楽部会

「基礎ゼミ」第3回授業
[基礎ゼミ履修者]
・大学のカリキュラムについて

・テアトロ・ジーリオ・ショウワの紹介

5限（１6：2０～17：50）

場所：テアトロ・ジーリオ・ショウワ

担当：基礎ゼミ分科会

P.8

クラス全体会①
[全学生]
18：15～１9：00
対面
場所：指定された教室
担当：クラス担任

履修登録終了
（前期・通年科目）
4/18（火）のクラス全体会②で登録状況確認
修正期間を経て 4/24（月）ごろ履修登録確
定予定
履修中止手続き期間は5月～6月を予定

健康診断①
9：00～17：00
※詳細は別途案内
します。

場所：C101
担当：学生課

木曜授業①

金曜授業① 月曜授業① 火曜授業①

学芸員・司書課程
登録締め切り
4/12（水）
17：00
[学芸員・司書課程履
修希望者]

水曜授業①授業開始

副科実技
「インストゥルメンツⅡ①②➂」
「ポピュラーヴォーカルⅡ①②➂」
「ポピュラージャズピアノⅡ①②➂④」
クラス配分アンケート
[各履修希望者全員]
※事前実施の副科実技履修に関するアン
ケート回答者に限る

4/6（木）17：00～4/7（金）23：59

Forms

副科実技

「インストゥルメンツⅡ①②➂」

「ポピュラーヴォーカルⅡ①②➂」

「ポピュラージャズピアノⅡ①②➂④」

クラス配分発表 12：00発表予定

ポータルサイト
担当：ジャズ・ポピュラー音楽部会
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学校法人東成学園　中長期計画2020-2024　2021年度進捗報告

具体的な取組み事業
2021
計画

2021
実績

達成
行動計画

（アクションプラン）
主管部署 アクションプラン細分

2021
計画

2021
実績

達成 2020 2021 2022 2023 2024 2021年度進捗状況

プロジェクト①　教育の質の向上

　A　教育課程の改革

1
カリキュラムの見
直し

50% 25% ▼

文理融合科目、
STEAM科目、創造性を
育成する教育、データ
サイエンス教育の導入

プロジェクトチー
ム（作曲・舞ス
タ・JP部会、教
務課）

50% 25% ▼
ブレインストーミング、会議を計6回実施。本プロジェクトを教育課程委員会の下に創造性育成科目作業部会として設
置した。数理・データサイエンスセミナーへ参加した。2022年度に第1回特別講座を行うことを検討し、新年度の教育
課程委員会に上程した。

2
アカデミックカレン
ダーの見直し

30% 25% ▼
アカデミックカレンダー
の見直し

教務課 30% 25% ▼
プロジェクトチームを編成し（+西海）、学期制の理解促進、事例研究、シミュレーションを実施した。また、カリキュラム
改定の研究、検討を実施した。懸念要素の洗い出しや、他大学の事例の検討に時間を要する。

　B　教育手法の改善

3 ICT教育の推進 50% 50% △
Society 5.0時代の音
楽、舞台芸術のための
教育・研究環境づくり

ICT推進委員会
①A/B/C棟の1F〜
6Fに必要な設備備
品の設置

50% 50% △
学内における無線ネットワークの完備はほぼ100％となった。また、什器やAV機器、出席管理システムは2022年度に
補助金対象となる可能性があるため、2022年度に実施予定。ただし補助金の募集が一部前倒しで有ったため、南校
舎3教室（A313、A315、A319）分先行して導入を実施した。

4
アクティブラーニン
グの推進

50% 50% △
②電子媒体教材
（コンテンツ）の充実
と発展

50% 50% △ 2022年度より電子媒体教材（コンテンツ）が利用できるようにコンテンツの開発を実施した。

5
オンライン学修の
推進

50% 50% △ ICT推進委員会

③ICTとｵﾝﾗｲﾝ教
育、ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ
に活かす授業の一
部をｶﾘｷｭﾗﾑ化

50% 50% △
前年度に定義したメディア授業を実施した。また、前期に実施したメディア授業の教員・学生に時間割作業部会よりア
ンケートを実施・集計後に教育課程委員会にて来年度に向けての打合せを実施した。

　C　学修支援の強化

6
学生支援センター
の設置

60% 35% ▼
学生支援センターの設
置

学務部、
総務部

60% 35% ▼

人員の適正人数・配置等の検討について、学務部長、総務部長の相互交代により、より具体的に検討できる体制とし
た。資格等の検討については、学務部長、総務部長の相互交代、立場が違う観点から学生支援について今後俯瞰し
ていく。また教務課を担当する学務部長が学生課長を兼務し、より連携できる配置とした。新たな組織改編が教育の
質の向上へ繋がっているかのシュミレーションおよび検証は未達。

7 練習室の活用 50% 50% △ 練習室の活用 総務課 50% 50% △

2020年度における南校舎練習室の貸出システム本番稼働を受け、学生からのメールでの問い合わせ、学生との意
見交換会での意見等を参考に、運用上の問題点を洗い出し、分類・整理し、対応の可能性、費用対効果等を検討し、
修正を行っている。システム対応で補えない問題に関しては、運用ルールの見直しを実施した上で、クラス全体会
ポータルサイト等を利用して、周知徹底を図っている。南校舎の練習室以外の施設についての効率化については、年
度の後半で検討をおこなった。

8 施設設備の充実 43% 20% ▼ 施設設備の充実
新規
プロジェクト①

①施設見える化リ
ブレットの作成

40%
コロナ禍への対応で教室の設備の導入を進めており、リブレット作成は先送りしたい。北校舎周辺の開発計画につい
て着手されていないため改修し、中長期の運用を前提とする必要有。

9
②改善提案書を作
成

50% 施設利用状況把握のためのプロジェクトを設置。

10
③採択された提案
を実施

40% ユリホールに関してはプロジェクトを発足し、改修を一部先行して実施した。

7
～
10

施設設備の充実・
練習室の活用

2022
新規

施設設備の充実 新規プロジェクト①
2022
新規

アクションプラン7～10を統合し、新規アクションプランとする。
2022年度において、施設設備の管理体制の確立、改修及びアメニティー環境の充実を進めるためのプロジェクトを発
足する事とし、計画の変更をおこないたい。

　D　キャリア教育の充実

11
キャリア教育の充
実

67% 80% △ キャリア教育の充実 キャリア委員会 67% 80% △

カリキュラムとして設定されている科目の見直しについて、水曜日開講授業のオンデマンド化を検討したが、従来通り
の運用とする事にした。支援講座の見直しについて、学部3年・修士1年・短大1年生向けの講座として新規に卒業後
のキャリアを描くための講座を2022年度に新たに開催する事とした。海外留学支援策として2022年度は留学のため
の基礎知識講座の時期を早めて開催する事とした。企業アンケート・卒業生アンケートの検証・分析を実施した。キャ
リア支援の充実をはかるために「キャリアコンサルタント」の資格取得を行った。

事業報告書　報告用 2021年度　
進捗状況詳細2021年度　進捗状況

20% ▼

中長期計画2020-2024　2021年度進捗報告　一部抜粋
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